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社会投資家である寄付者や町内外のみなさまへ 
 
 
みなさまにおかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、日頃より、本

町のまちづくりに格別のご支援、ご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。 
ここに、知床・羅臼まちづくり基金（以下、基金）の平成１７年度（第１期）の事業報告を

させていただきます。 
この基金はＮＰＯ法人寄付市場創造協会（略称：ＪａＤｏＭａＣ 会長：渡辺清）のご提案

を受けて昨年６月に導入いたしました。基金の仕組みは、町が提示した政策メニューの中から

寄付者の方々が寄付金で選択することから、選挙に例えて「寄付による投票」と呼ばれていま

す。寄付者の社会的ニーズを寄付金という形で汲み取り、政策に反映させようとするものです。

この意味において、寄付者は「もう一人の投票者」であると同時に公益（パブリックベネフィ

ット）を受け取ろうとする「社会投資家」とも言えます。 
全国で初めて長野県泰阜村で取り組まれたこのユニークな仕組みは、マスコミの注目を集め

て多くの報道がなされました。羅臼町においては、北海道で 4 番目、全国で 7 番目の導入と

なり、新聞やテレビなどで報道されました。また、昨年７月には知床が世界自然遺産に登録さ

れ、この機会を生かし「知床の自然保護・保全事業」を政策メニューの柱として位置付けさせ

ていただいたところです。これらの効果もあって多くの賛同者を得て、基金への寄付はこれま

での総額は１６，２３９，４４１円（平成１８年３月末）に達しました。 
地方自治を取り巻く環境は、「平成の大合併」や「三位一体改革」などによって激変をして

います。こうした中で、現在、自立のまちづくりを目指している羅臼町にとっては、今後も厳

しい町政を余儀なくされるものと思われ、寄付を通じた新たな地方自治を確立すべく努力して

まいる所存であります。ご寄付いただいた寄付金は、その目的を達成するために有効に活用さ

せていただき、「世界自然遺産・知床」を保護すると共に将来世代に引き継ぐほか、住民参加

の自治体運営を目指して参りたいと考えております。 
みなさまにおかれましては、今後とも、なお一層のご支援、ご協力を賜りますよう、お願い

申し上げます。 
 
 
 
 
 
 

平成１８年４月 
羅臼町長 脇 紀美夫 
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知床羅臼まちづくり基金事業報告 

 
 
１ 寄付の概況 
 
 平成１７年度（第１期）は、総額１６，２３９，４４１円、延べ７４件の寄付の申し込みが

ありました。 
 政策メニュー別では、「知床の自然保護・保全事業」が３，７７８，２６８円で４０件、「病

院改修事業（医療・保健・福祉のまちづくり推進事業）」が１１，９２６，１７３円で２８件、

「北方領土返還運動事業」が５１５，０００円で４件となっています。この他「指定なし」が

２０，０００円で２件でした。 
 地域別では、町内が１３，７０４，４４１円で３３件、町内を含まない道内が       

１，４１５，０００円で１８件、続いて東京都が８１５，０００円で７件、大阪府が      

２５０，０００円で２件、静岡県が４０，０００円で１２件、神奈川県が１０，０００円で   

１件、埼玉県が５，０００円で１件となっており、道外の各地域の総計は１，１２０，０００

円で２３件となっています。 
 また、羅臼町出身者や羅臼町に縁のある方々で組織された親睦団体（ふるさと会）である  

札幌らうす会から５５，０００円で４件、東京らうす会から１０，０００円で１件の寄付を賜

りました。 
 個人・団体別では、個人が１，１４９，５００円で４３件、団体が１５，０８９，９４１円

で３１件となっており、個人１件当たりの平均額は２６，７３３円、団体の１件当たりの平均

額は４８６，７７２円となっています。 
 
 
２ 基金の処分 
 

 平成１７年度での「知床の自然保護・保全事業」及び「病院改修事業（医療・保健・福祉の

まちづくり推進事業）」については、寄付金額が目標額及び概算事業費に達していないために、

基金処分は行っておりません。 

また、「北方領土返還運動事業」については、啓発葉書の作成に係る概算事業費に達してお

りますが、現在、優先事業について検討中のため、基金処分には至っておりません。 
今後、事業実施に向けた検討を重ね、より良い有効活用を図り、事業を展開していきます。 
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３ 寄付の受入れデータ 
                       
（１）月別データ 

（単位：件数＝件・人数＝人・金額＝円） 

知床の自然 

保護・保全事業 
病院改修事業 

北方領土 

返還運動事業 
指定なし 合  計 

  

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 人数 金 額 

４・５月 － － － － － － － － － － －

６月 3 15,000 2 4,000,000 0 0 0 0 5 5 4,015,000 

７月 2 310,000 6 55,000 0 0 0 0 8 7 365,000 

８月 3 107,210 1 10,000 2 205,000 1 10,000 7 7 332,210 

９月 6 1,170,000 2 60,000 2 310,000 0 0 10 7 1,540,000 

１０月 6 505,000 2 55,000 0 0 0 0 8 7 560,000 

１１月 12 90,000 5 2,250,000 0 0 1 10,000 18 17 2,350,000 

１２月 3 1,026,058 1 30,000 0 0 0 0 4 4 1,056,058 

１月 0 0 1 4,000,000 0 0 0 0 1 1 4,000,000 

２月 2 150,000 4 230,000 0 0 0 0 6 6 380,000 

３月 3 405,000 4 1,236,173 0 0 0 0 7 7 1,641,173 

中間期合計 14 1,602,210 11 4,125,000 4 515,000 1 10,000 30 26 6,252,210 

第一期合計 40 3,778,268 28 11,926,173 4 515,000 2 20,000 74 68 16,239,441 

注）平成１７年５月以前は「知床・羅臼まちづくり基金」施行前のため、寄付金はありません。 
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（２）地域別データ 

地域別金額

羅臼町

84.4%

北海道

（羅臼町除く）

8.7%

全　国

（北海道内除く）

11.9%

（単位：件数＝件・人数＝人・金額＝円） 

知床の自然 

保護・保全事業 
病院改修事業 

北方領土 

返還運動事業 
指定なし 合  計 

  

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 人数 金 額 

羅臼町 11 1,928,268 21 11,766,173 1 10,000 0 0 33 30 13,704,441 

北海道 

（羅臼町除く） 
10 1,285,000 5 105,000 1 5,000 2 20,000 18 17 1,415,000 

全 国 

（北海道内除く） 

19 565,000 2 55,000 2 500,000 0 0 23 21 1,120,000 

 東京都 5 465,000 1 50,000 1 300,000 0 0 7 6 815,000 

 大阪府 1 50,000 0 0 1 200,000 0 0 2 2 250,000 

 埼玉県 1 5,000 0 0 0 0 0 0 1 1 5,000 

 静岡県 11 35,000 1 5,000 0 0 0 0 12 11 40,000 

 神奈川県 1 10,000 0 0 0 0 0 0 1 1 10,000 

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中間期合計 14 1,602,210 11 4,125,000 4 515,000 1 10,000 30 26 6,252,210 

第一期合計 40 3,778,268 28 11,926,173 4 515,000 2 20,000 74 68 16,239,441 

地域別人数

羅臼町

44.1%
北海道

（羅臼町除く）

25.0%

全　国

（北海道除く）

30.9%
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（３）個人・団体別データ 
 

知床の自然 

保護・保全事業 
病院改修事業 

北方領土 

返還運動事業 
指定なし 合  計 

  

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 人数 金 額 

個 人 25  689,500 15 435,000 2 15,000 2 10,000  43 38 1,149,500 

 
札幌 

らうす会 
0  0 1 30,000 1 5,000 1 10,000  3 3 45,000 

 
東京 

らうす会 
0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 

団 体 15  3,088,768 13 11,491,173 2 500,000 1 10,000  31 30 15,089,941 

 
札幌 

らうす会 
0  0 0 0 0 0 1 10,000  1 1 10,000 

 
東京 

らうす会 
1  10,000 0 0 0 0 0 0  1 1 10,000 

匿名のため

不明 
0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 

中間期合計 14  1,602,210 11 4,125,000 4 515,000 1 10,000  30 26 6,252,210 

第一期合計 40  3,778,268 28 11,926,173 4 515,000 2 20,000  74 68 16,239,441 

個人・団体別人数

団　体

42.3%
個　人

57.7%

 

個人・団体別金額

団　体

92.9%

個　人

7.1%
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（４）個人の寄付者の方々   
 

 Ｋ ・ Ｋ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｋ ・ Ｕ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｓ ・ Ｓ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｙ ・ Ｗ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｓ ・ Ｓ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｙ ・ Ｔ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｍ ・ Ｔ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｋ ・ Ｙ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｍ ・ Ｋ         静岡県掛川市         3,000 円 

 Ｓ ・ Ｎ         静岡県掛川市         3,000 円 

匿   名         北海道目梨郡羅臼町      4,500 円 

Ｙ ・ Ｔ         北海道標津郡中標津町     5,000 円 

Ｈ ・ Ａ         北海道根室市         5,000 円 

Ｔ ・ Ｅ         北海道札幌市         5,000 円 

Ｓ ・ Ｋ         埼玉県さいたま市       5,000 円 

宮 野   優       北海道留萌市         5,000 円 

山 田 三 男       北海道標津郡中標津町     10,000 円 

 Ｍ ・ Ｉ         北海道目梨郡羅臼町      10,000 円 

Ｔ ・ Ｈ         北海道目梨郡羅臼町      10,000 円 

Ｎ ・ Ｓ         北海道目梨郡羅臼町      10,000 円 

Ｓ ・ Ｙ         北海道目梨郡羅臼町      10,000 円 

松 原 陽 介       東京都練馬区         10,000 円 

林   直 道       北海道千歳市         10,000 円 

四 十 物  実       北海道札幌市         10,000 円 

内 山 周 則       静岡県掛川市         10,000 円 

 斉 藤 美岐子       北海道札幌市         10,000 円 

Ｔ ・ Ｎ         北海道目梨郡羅臼町      30,000 円 

山 下 敏 子       北海道札幌市         30,000 円 

田 中 き よ       北海道目梨郡羅臼町      30,000 円 

Ｆ ・ Ｎ         北海道札幌市         50,000 円 

嶋勝彦・吉田弥一      北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

嶽 盛 博 文       大阪府守口市         50,000 円 
小 泉 恭 平       北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

大 沼   勝       北海道目梨郡羅臼町     100,000 円 
Ｙ ・ Ｋ         北海道目梨郡羅臼町     100,000 円 
田 辺 一 成       東京都世田谷区       200,000 円 
小 原 政 榮       北海道札幌市        300,000 円 
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 （注）氏名等の個人情報の掲載については、ご本人に了解を得ています。 
氏名等の公開を希望されていない方につきましては、「匿名」で掲載しています。 

 
（５）団体の寄付者の方々    
 

故郷札幌らうす会      北海道岩見沢市        10,000 円 
   東京らうす会（事務局）   神奈川県横浜市        10,000 円 
   まちぼれの会        北海道標津郡中標津町     15,000 円 

北海道羅臼高等学校生徒会  北海道目梨郡羅臼町      21,558 円 

芝浦産業（株）       東京都港区          25,000 円 

（有）マリンオイル     北海道目梨郡羅臼町      32,210 円 

羅臼ライオンズクラブ    北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

松緑神道大和山羅臼天水チャリティバザー実行委員会  北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

（有）和光         北海道標津郡標津町      50,000 円 

本覚寺 十三日講      北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

   陶の会           北海道目梨郡羅臼町      50,000 円 

（有）丸金岩田商店     北海道目梨郡羅臼町      75,000 円 

知床羅臼町観光協会     北海道目梨郡羅臼町      85,000 円 

旧北村直人羅臼後援会    北海道目梨郡羅臼町      86,173 円 

羅臼理容師会        北海道目梨郡羅臼町     100,000 円 

羅臼建設業協会       北海道目梨郡羅臼町     100,000 円 

  羅臼中第１５期生還暦修学旅行の会    北海道目梨郡羅臼町     100,000 円 

宗教法人念法眞教      大阪市鶴見区        200,000 円 

根室支庁管内建設業協会   北海道標津郡中標津町    200,000 円 

釧路建設業協会       北海道釧路市        200,000 円 

  ＡＮＡマイレージクラブ会員有志一同     東京都港区         280,000 円 

ＵＩゼンセン同盟      東京都千代田区       300,000 円 

釧路信用組合        北海道釧路市        500,000 円 

根室地方法人会羅臼支部   北海道目梨郡羅臼町     500,000 円 

任意団体Ａ         北海道目梨郡羅臼町    1,000,000 円 

（有）阿保水産       北海道目梨郡羅臼町    1,000,000 円 

（有）オオイ        北海道目梨郡羅臼町    1,000,000 円 

（有）マルナカ中西商店   北海道目梨郡羅臼町    2,000,000 円 
羅臼海産（株）       北海道目梨郡羅臼町    3,000,000 円 
秋元観光開発株式会社    北海道目梨郡羅臼町    4,000,000 円 

 
 （注）寄付団体の掲載については、団体の了解を得ています。 

団体の名称等の公開を希望されていない任意団体につきましては、「匿名」で掲載してい

ます。 
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（６）寄付者からのメッセージ（一部掲載） 
 

○ 観光で羅臼町に泊まっていたが、朝新聞を見て基金のことを知り寄付に来ました。知

床の自然を守って下さい。（東京都・個人） 
 
  ○ 早く病院が建ってくれればと願って寄付します。（北海道羅臼町・個人） 
 

○ 羅臼町の応援団として、取組みを支援しています。（北海道根室市・個人） 
   

○ 昨年、妻が入院し、羅臼病院にお世話になりましたので、少しですが役立てて下さい。

（北海道中標津町・個人） 
 
○ 泊めてもらったお礼です。（北海道千歳市・個人） 

   
○ 故郷らうすの為に、微力ながら協力したいと思っております。 

（北海道岩見沢市・団体） 
   

○ 私の母は国後島の生まれで、私は引揚者の二世です。北方領土が返還され、世界自然

遺産の登録地に北方領土が含まれる事を願っています。（北海道札幌市・個人） 
 

○ 頑張って自然を守りましょう。（北海道札幌市・個人） 
 

○ 心ばかりですが、町づくりのためにお役立ていただければ幸いです。 
羅臼町の発展とご活躍を祈念致しております。（北海道札幌市・個人） 

 
○ 「自然を守っていくことが、我々の生活を守ることになると考えている」という貴町

の姿勢に感銘を受けました。頑張って下さい。（静岡県掛川市・個人） 
   

○ 平成１７年度学校祭・バザーの収益です。（北海道羅臼町・団体） 
 
○ １口ですが協力させていただきます。（北海道留萌市・個人） 
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４ 基金の歩み 
 
平成１７年 ４月２６日 まちづくり講演会で、寄付市場創造協会の渡辺清会長が『寄付に

よる投票条例で個性的なまちをつくろう』と題して講演。町民約

８４名が参加。 
 

平成１７年 ５月１３日 羅臼町自立プラン検討委員会に、通称「寄付による投票条例」の

設置について意見聴取。多数の委員から、早期に条例設置の意見

が上がる。 
 

平成１７年 ６月２２日 議会に条例案を提案し、全会一致で可決。 
 

平成１７年 7 月２０日 全日空が社会貢献事業の一環として、ＡＮＡマイレージ会員に対

して世界自然遺産・知床の保全事業のために寄付マイルの募集を

始める。期間は８月３１日までで、寄付額は２８万円に達する。 
 
 平成１７年１０月１３日 静岡県掛川市議会が世界自然遺産と知床・羅臼まちづくり基金に

ついて視察。 
 
 平成１７年１２月２６日 寄付金が１，０００万円を越える。 
 
 平成１８年 ３月２３日 寄付金が１，５００万円を越える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【監修】ＮＰＯ法人寄付市場創造協会（ＪａＤｏＭａＣ）会長 渡辺清 
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知床羅臼まちづくり基金の概要 
１ 知床・羅臼まちづくり基金の目的 
 住民の方々が寄付という形で、積極的にまちづくりに参加できることは、町の本来の姿です。 
住民参加型の地方自治を実現し、個性豊かな活力あるまちづくりを目的としています。 

 
２ 寄付の使い道 
 知床・羅臼まちづくり基金へ寄せられた寄付金は、基金として積み立てます。 
 基金は必要に応じて取り崩し、３つの特定の事業に使われます。 
  ※ 特定事業については、別紙政策メニューリストを参照願います。 
 
３ 寄付の申し込み方 
 ① 「寄付申込書」で寄付の使い道を指定し、お申し込み下さい。 
    （寄付の使い道の指定のない場合は、町長が使い道を決定します。） 
    ・羅臼町役場担当窓口での申し込み 
    ・電話、メール、ＦＡＸ、郵送などでの申し込み 
      ※ 役場窓口以外（電話、FAX、郵送）で申し込みされた方へは、役場より寄付金

申込書・パンフレット・返信用封筒・振込案内を送付致しますので、返信用封筒

にて寄付申込書を返送願います。 
 
② 申し込みいただいた方には羅臼町より振込のご案内をさせていただきますので、指定の

口座へお振込みください。 
（振込み手数料については、本人負担となりますのでご了承願います。） 

      ※ 役場窓口で申し込みされた場合は、直接窓口でご寄付していただくことも可能

です。 
      ※ 知床・羅臼まちづくり基金をかたった寄付の強要など、不当な請求が予想され

ることから、これらを防止するため、本基金は寄付申込書を役場に送っていただ

き、指定の口座へ送金していただくこととしています。 
 
４ 寄付金の額 
○ １口５，０００円を基本として、何口でも受け付けます。 

 
５ 問い合わせ先 
○ 知床・羅臼まちづくり基金に関するお問い合わせは、羅臼町役場総務部総務企画財政課

までお願い致します。〒 086-1892  北海道目梨郡羅臼町栄町 100 番地 83 

TEL : 0153-87-2114  FAX : 0153-87-2916 

E-mail : kikaku.r@rausu-town.jp 

○ 知床・羅臼まちづくり基金については羅臼町のホームページでもご覧いただけます。 

http://www.rausu-town.jp 
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＜政策メニューリスト＞ 
 
（１）知床の自然保護・保全事業 

   ○ 世界自然遺産の知床は、原生の自然環境と多様な生態系を保持しています。世界的

にも貴重な知床の自然環境を人類共通の資産と考え、より良い形で後世に引き継い

でいくことが必要です。 
   ○ 羅臼町では毎年、ボランティアで知床半島のゴミ拾いを実施していますが、知床半

島周辺及び海岸線も含め漂着物が多く、知床の景観や自然環境に大きな影響を与え

ています。 
   ○ 漂着物の調査やビジターに対する自然環境知識の啓発などを含めた自然保護・保全

を検討しています。環境の専門家などの意見を参考にしながら、随時最適な事業を

実施する方針です。 
 
     当面の目標 

   事 業 内 容：知床半島周辺及び海岸線ゴミ拾い・漂着物調査 
     概算事業費：５００万円 
 
（２）病院改修事業（医療・保健・福祉のまちづくり推進事業） 

   ○ 羅臼町立病院は町内唯一の病院として診療を行っていますが、施設は築４５年が経

過し老朽化が著しく、施設の機能低下により受診者に対するサービスが行き届かな

い事態となっており、早急な施設整備が必要となっています。 
   ○ 世界自然遺産登録後、来町者の増加に伴う観光客の安全確保のための医療体制の充

実が求められています。 
 
     事 業 内 容：老朽化した病院の改修、町民及び来町者のための医療体制の充実 
     寄付目標額：３億円 
 
（３）北方領土返還運動事業 

   ○ 北方領土は日本固有の領土であり、返還は日本国民の大きな願いです。 
   ○ 平成４年から北方四島に住むロシア人との相互交流（ビザなし交流）も積極的に行

われ相互理解と交流も行われています。 
   ○ 羅臼町では元島民を中心に様々な返還運動を実施しておりますが、寄付を介して国

民世論を更に喚起し、より充実した事業の展開を進めていきます。 
 
     当面の目標 

   事 業 内 容：              概算事業費： 
北方領土返還要求運動記念塔の設置    ５００万円 
啓発葉書の作成              ５０万円 

       啓発看板の作成             １５０万円 
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知床羅臼まちづくり寄付条例及び施行規則 
 
１ 知床・羅臼まちづくり寄付条例 

平成 17 年 6 月 2３日 

条例第 32号 

（目的） 

第１条  寄付金を財源として、寄付者の社会的投資を具体化することにより、寄付を通じた住

民参加型の地方自治を実現し、個性豊かな活力あるまちづくりに資することを目的とする。 

（基金の設置） 

第２条  寄付者から収受した寄付金を適正に管理運営するため、知床・羅臼まちづくり基金（以

下「基金」という。）を設置する。 

（積立て） 

第３条  基金として積み立てる額は、第１条の目的に対し寄付された寄付金の額とする。 

（寄付金の使途指定等） 

第４条  寄付者は、自らの寄付金を町長が別に定める事業のうち何れに充てるかを予め指定で

きるものとする。 

２  寄付金のうち前項の指定がないものについては、諸般の事情を勘案して、町長が前項の寄

付金の使途に係る指定を行うものとする。また、必要がある場合には当該指定を変更できる

ものとする。 

３  町長は、基金の積み立て、管理及び処分その他の基金の運用に当っては、寄付者の意向が

反映されるよう十分配慮しなければならない。 

（基金の管理） 

第５条  基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管し

なければならない。 

（基金の収益処理） 

第６条  基金の運用から生じる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、この基金に繰り入

れるものとする。 

（基金の処分） 

第７条  基金は､第１条に掲げる目的のため、町長が別に定める事業に要する費用に充てる 

  場合に限り、その全部又は一部を処分することができる。 

（基金の繰替運用） 

第８条  町長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰り戻しの方法、期間及び利率を

定めて基金に属する現金を歳入歳出現金に繰り替えて運用することができる。 

（委任） 

第９条  この条例に定めるもののほか、基金の管理及び運用に関し必要な事項は、町長が別に

定める。 

      附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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２ 知床・羅臼まちづくり寄付条例施行規則 
平成 17 年 6 月 23 日 

規則第 27号 

（趣旨） 

第１条  この規則は、知床・羅臼まちづくり寄付条例（平成１７年条例第３２号。以下「条例」

という。）に基づき、基金の積み立て、管理及び運用に関し必要な事項を定めるものとする。 

（寄付金の受入れ） 

第２条  条例第３条に規定する寄付金（以下「寄付金」という。）の受入れは、随時行うも 

  のとする。 

２  寄付金は、寄付申込書（寄付採納願）（様式第１号）または募集により受け付けるもの 

  とする。 

（事業の種類） 

第３条  条例第４条第１項及び第７条に規定する町長が定める事業は、次の各号に掲げる事業

とする。 

(１)知床の自然保護・保全に関する事業 

(２)医療・保健・福祉のまちづくり推進に関する事業 

(３)北方領土返還運動に関する事業 

（寄付金台帳の作成） 

第４条  寄付金の適正な管理を図るため、寄付金台帳（様式第２号）を整備するものとする。 

（寄付金の額） 

第 5条  寄付金は、1口 5千円とする。ただし、町長が認める場合は、この限りではない。 

（事業の報告） 

第６条  町長は、毎年度半期と通期の運用状況について、町広報及びホームページにて報告し

なければならない。 

（雑則） 

第７条  この規則に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この規則は､公布の日から施行する。 
 


